
【和室水屋備品仕様リスト】

【写真】 【名称】 【在庫数】 【用途】

炉 1 いろり。 屋内の床を切って箱形とし，火をたくわえて暖をとったり，湯を沸したり煮炊きをする場所

炉淵（黒枠） 1 炉のふちに取り付けてある枠。

置き炉 2 炉を床に置いて使うもの。（炉を切らなくても、炉のお点前ができる）裏千家

電気釜 2 炎ではなく電気線で温度を上げる釜

茶釜 1 茶道で湯をわかすために用いる釜。上方がつぼまり、口が狭い。鍔(つば)のあるものもある



釜敷き 3 釜・鍋・鉄瓶などを置くとき下に敷くもの。

底洗い 2 釜の底を洗うたわし

鐶（かん） 2 茶釜のとって。釻とも書く。釜を上げ下ろしするのに用いる金属製の輪

柄杓（ひしゃく） 5  湯水を汲む、竹製の点前道具

丸卓（まるじょく） 2 天板、地板ともに丸い、二本柱の小棚。※炉・風炉いずれの場合も使用されます

花台 1 花入に花をいける折に使用する道具一式です



菓子器 3

棗（なつめ） 5 粉末上の抹茶を入れる容器の一種

茶杓（ちゃしゃく） 5 茶道で抹茶を茶入や棗から茶碗へすくい出すための、スプーン状の茶道具

窯置き（ふたおき） 8 茶の湯の点前で、釜の蓋や柄杓を置く道具。釜の蓋を載せる器で、柄杓を引く時にも用いる

茶筅たて/陶器 5 茶筅を保管するための道具

茶筅（ちゃせん） 3 茶道において抹茶を点てるのに使用する茶道具のひとつ



建水（けんすい） 4 茶道において抹茶を点てるのに使用する茶道具のひとつ。水こぼし

点前中に茶碗をすすいだお湯や水を捨てる容器

水指(みずさし） 5 釜(かま)の湯を補い、茶碗(ちゃわん)、茶筅(ちゃせん)などをすすぐ水を入れておく器

茶巾たらい 2 水屋用具のひとつで、茶巾・茶筅・箸を浸け置きしたり、洗う時に使用するたらいのこと

短冊セット 1 点茶に必要な茶器を入れる細長い縦型の箱。けんどん開きの戸がつき、ふた裏に短冊をはって

野掛などに用いる

皆具（かいぐ） 1 ① 水指（みずさし） ② 杓立（しゃくたて） ③ 蓋置（ふたおき） ④ 建水（けんすい） の４器を１組としたもの

毛氈（もうせん） 5 茶室で客が座るところに敷くフェルト製の一畳カーペット



掛け軸 4 左が春、右が夏

掛け軸ホルダー 2

長板 2  点茶用具。茶席で風炉・水指などを載せる長方+D157形の板。大・小の二種があり、大は風炉用、

小は炉用とする。

くけ台 8 裁縫で用布を絎（く）けるとき、用布がたるまないよう一方を張ることに用いる道具

かけはり 8 くけ・しつけなど手縫いの際、くけ台（机上 / 折りたたみ）と共に使う。 布をはさんでぴんと張って、

直線縫いに使用

窯据（かますえ） 2 水屋で釜に水を張るときや、釜の後始末をするときに、釜をのせる木の枠

写真なし
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